
(57)【要約】

本発明は、起動すると自動的に医薬品を自己注射するた

めに予め詰めた１回分の医薬品を包蔵する自動注射装置

を対象とする。この自動注射装置は、内部室を有するハ

ウジング組立体、起動組立体および溶解した医薬品をユ

ーザに投与するための針組立体を含む。所定の乾き量の

固形医薬品を貯蔵するための乾性室がこの内部室の中に

ある。所定量の液状注射溶液を貯蔵するための湿性室も

この内部室の中にある。隔離組立体がこの乾性室を湿性

室から隔離する。この隔離組立体は、この自動注射装置

の起動前に液状注射溶液が湿性室から乾性室へ移動する

のを防ぐ。この乾性室内にある一つ以上の医薬品保持体

は不溶解医薬品が乾性室から移動するのを防ぐ。

JP 2004-517651 A 2004.6.17



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
起 動 す る と 自 動 的 に 医 薬 品 を 自 己 注 射 す る た め に 予 め 詰 め た １ 回 分 の 医 薬 品 を 包 蔵 す る 自
動 注 射 装 置 で あ っ て ：
内 部 室 を 有 し 、 こ の 内 部 室 が 中 に 所 定 の 乾 き 量 の 固 形 医 薬 品 を 貯 蔵 す る た め の 乾 性 室 お よ
び 中 に 所 定 量 の 液 状 注 射 溶 液 を 貯 蔵 す る た め の 湿 性 室 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ 組 立 体 ；
こ の 乾 性 室 内 に あ る 少 な く と も 一 つ の 医 薬 品 保 持 組 立 体 ；
こ の 乾 性 室 を 湿 性 室 か ら 隔 離 し 、 こ の 自 動 注 射 装 置 の 起 動 前 に 液 状 注 射 溶 液 が こ の 湿 性 室
か ら 乾 性 室 へ 移 動 す る の を 防 ぐ た め の 隔 離 組 立 体 ；
こ の 湿 性 室 内 の 液 状 注 射 溶 液 を 乾 性 室 へ 移 動 さ せ 、 そ こ で こ の 液 状 注 射 溶 液 が 乾 性 室 を 通
過 す る と き に こ の 固 形 医 薬 品 が 液 状 注 射 溶 液 の 中 に 溶 解 す る よ う に す る 起 動 組 立 体 ； お よ
び
溶 解 し た 固 形 医 薬 品 を 含 む 液 状 注 射 溶 液 を 投 与 す る た め の 針 組 立 体 を 含 む 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に よ る 自 動 注 射 装 置 に 於 い て 、 こ の 少 な く と も 一 つ の 医 薬 品 保 持 体 の 各 々 は 、 不
溶 解 医 薬 品 が こ の 乾 性 室 か ら 移 動 す る の を 防 ぐ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に よ る 自 動 注 射 装 置 に 於 い て 、 各 医 薬 品 保 持 組 立 体 に 複 数 の 孔 が 作 っ て あ る 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に よ る 自 動 注 射 装 置 に 於 い て 、 こ れ ら の 孔 の 各 々 が 不 溶 解 医 薬 品 の 通 過 を 防 ぐ 大
き さ に な っ て い る 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ に よ る 自 動 注 射 装 置 に 於 い て 、 こ の 少 な く と も 一 つ の 医 薬 品 保 持 組 立 体 が こ の 隔
離 組 立 体 に 隣 接 し て 位 置 す る 第 １ 保 持 体 、 お よ び こ の 針 組 立 体 に 隣 接 し て 位 置 す る 第 ２ 保
持 体 を 含 む 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に よ る 自 動 注 射 装 置 に 於 い て 、 こ の 第 １ 保 持 体 は 、 こ の 隔 離 組 立 体 と 係 合 し て そ
こ に 液 状 注 射 溶 液 を こ の 湿 性 室 か ら 乾 性 室 へ 移 動 可 能 に す る た め の 通 路 を 開 く よ う に な っ
て い る 少 な く と も 一 つ の 突 起 を 含 む 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ５ に よ る 自 動 注 射 装 置 で あ っ て 、 更 に ： こ の 第 ２ 保 持 体 に 隣 接 し て 配 置 し た 膜 組 立
体 を 含 む 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ に よ る 自 動 注 射 装 置 で あ っ て 、 更 に ： こ の 少 な く と も 一 つ の 医 薬 品 保 持 組 立 体 の
一 つ に 隣 接 し て 配 置 し た 膜 組 立 体 を 含 む 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 関 連 出 願 へ の ク ロ ス ・ リ フ ァ レ ン ス ）
こ の 出 願 は 、 ２ ０ ０ ０ 年 １ ０ 月 １ ０ 日 に 提 出 し た 米 国 特 許 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ２ ３ ８ ， ４ ４ ８
号 の 優 先 権 を 主 張 し 、 そ の 全 体 を 参 考 ま で に こ こ に 援 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 分 野 ）
本 発 明 は 、 医 薬 品 を 注 射 部 位 へ 送 出 す る た め の 自 動 注 射 器 に 関 す る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 液
状 物 質 を 固 形 物 質 と 迅 速 に 結 合 し て 液 体 医 薬 品 を 作 り 、 こ の 医 薬 品 を 注 射 部 位 へ 送 出 す る
た め の 自 動 注 射 器 組 立 体 を 対 象 と す る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 こ の 自 動 注 射 器 組 立 体 は 、 針 の
閉 塞 を 防 ぐ 固 形 医 薬 品 保 持 構 造 体 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ 発 明 の 背 景 ）
自 動 注 射 器 は 、 人 が １ 回 の 注 入 量 の 医 薬 品 を 自 分 の 肉 体 に 自 己 注 射 で き る よ う に す る た め
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の 装 置 で あ る 。 こ の 医 薬 品 は 、 通 常 液 体 形 で 貯 蔵 す る 。 自 動 注 射 器 の 利 点 は 、 密 封 し た 無
菌 カ ー ト リ ッ ジ の 中 に 実 測 し た １ 回 の 注 入 量 の 液 体 医 薬 品 を 具 備 し 、 緊 急 事 態 に そ の 医 薬
品 を 肉 体 の 中 へ 送 出 す る た め に 利 用 で き る こ と で あ る 。 自 動 注 射 器 の も う 一 つ の 利 点 は 、
ユ ー ザ が 最 初 に 医 薬 品 の 通 る 皮 下 注 射 針 を 見 る こ と な く 且 つ ユ ー ザ が こ の 針 を 自 分 の 肉 体
に 手 で 押 込 む 必 要 な く 、 医 薬 品 の 自 己 注 射 を 達 成 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
医 薬 品 の 液 体 形 で の 貯 蔵 に 関 す る 欠 点 が あ る 。 あ る 医 薬 品 は 、 液 体 形 で 安 定 で な い 。 更 に
、 あ る 液 体 医 薬 品 は 、 典 型 的 に そ れ ら の 固 形 対 応 物 よ り 貯 蔵 寿 命 が 短 い 。 他 の 人 た ち は 、
固 形 の 医 薬 品 と 液 状 注 射 溶 液 を 貯 蔵 す る 自 動 注 射 器 を 開 発 し た 。 こ れ ら の 注 射 器 は 、 例 え
ば 、 “ 複 数 室 自 動 注 射 器 ” と い う 名 称 の 米 国 再 発 行 特 許 第 ３ ５ ， ９ ８ ６ 号 に 開 示 し て あ る
（ そ の 開 示 を 特 に 参 考 ま で に こ こ に 援 用 す る ） が 、 こ の 注 射 器 の ユ ー ザ は 注 射 直 前 に こ の
液 状 成 分 と 固 形 成 分 を 手 で 振 盪 す る こ と に よ っ て 固 形 成 分 の 溶 解 を 促 進 す る 必 要 が あ る 。
こ れ は 、 １ 回 の 注 入 量 の 医 薬 品 を 投 与 す る た め に 必 要 な 時 間 を 増 す 。 更 に 、 こ の 医 薬 品 の
液 状 注 射 溶 液 と の 混 合 が 不 適 当 で あ る と 、 不 適 当 な 量 の 医 薬 品 を 放 出 す る か も 知 れ な い 。
ユ ー ザ が 手 で 予 め 混 合 す る 必 要 の な い 、 医 薬 品 を 固 体 形 で 貯 蔵 す る 自 動 注 射 器 が 必 要 で あ
る 。 更 に 、 緊 急 医 療 事 態 （ 例 え ば 、 神 経 毒 ガ ス お よ び 化 学 薬 品 中 毒 ） 用 に 医 薬 品 の 迅 速 な
送 出 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
（ 発 明 の 目 的 ）
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 貯 蔵 寿 命 を 永 く す る た め に 固 体 形 で 医 薬 品 を 貯 蔵 す る 自 動 注 射
器 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の も う 一 つ の 目 的 は 、 起 動 す る と 、 固 形 医 薬 品 を 液 状 注 射 溶 液 と 自 動 的 に 混 合 す る
自 動 注 射 器 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の も う 一 つ の 目 的 は 、 不 溶 解 医 薬 品 が 注 射 器 装 置 の 針 組 立 体 へ 移 動 す る の を 防 ぐ 少
な く と も 一 つ の 医 薬 品 保 持 体 を 備 え る 自 動 注 射 器 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の も う 一 つ の 目 的 は 、 注 射 器 装 置 を 起 動 す る と 、 液 状 注 射 溶 液 を 加 圧 す る 自 動 注 射
器 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 の 付 加 的 目 的 お よ び 利 点 は 、 一 部 は 、 以 下 の 説 明 に 示 し 、 お よ び 、 一 部 は 、 こ の
発 明 の 説 明 お よ び ／ ま た は 実 施 か ら 当 業 者 に 明 白 と な ろ う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 発 明 の 概 要 ）
前 記 の 努 力 目 標 に 応 じ て 、 本 出 願 人 は 、 乾 性 お よ び 湿 性 の 両 貯 蔵 室 を 有 す る 革 新 的 自 動 注
射 装 置 を 開 発 し た 。 本 発 明 は 、 起 動 す る と 自 動 的 に 医 薬 品 を 自 己 注 射 す る た め に 予 め 詰 め
た １ 回 分 の 医 薬 品 を 包 蔵 す る 自 動 注 射 装 置 を 対 象 と す る 。 こ の 自 動 注 射 器 の 操 作 は 、 ユ ー
ザ が 振 動 す る 必 要 が な い 。 こ の 自 動 注 射 装 置 は 、 内 部 室 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ 組 立 体 、 起 動
組 立 体 お よ び 溶 解 し た 医 薬 品 を ユ ー ザ に 投 与 す る た め の 針 組 立 体 を 含 む 。 所 定 の 乾 き 量 の
固 形 医 薬 品 を 貯 蔵 す る た め の 乾 性 室 が こ の 内 部 室 の 中 に あ る 。 所 定 量 の 液 状 注 射 溶 液 を 貯
蔵 す る た め の 湿 性 室 も こ の 内 部 室 の 中 に あ る 。 隔 離 組 立 体 が こ の 乾 性 室 を 湿 性 室 か ら 隔 離
す る 。 こ の 隔 離 組 立 体 は 、 こ の 自 動 注 射 装 置 の 起 動 前 に 液 状 注 射 溶 液 が 湿 性 室 か ら 乾 性 室
へ 移 動 す る の を 防 ぐ 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 注 射 装 置 は 、 更 に こ の 乾 性 室 内 に あ る 一 つ 以 上 の 医 薬 品 保 持 体 を 含 む 。 本 発 明 に よ れ
ば 、 各 医 薬 品 保 持 体 は 、 不 溶 解 医 薬 品 が 乾 性 室 か ら 移 動 す る の を 防 ぐ 。 各 医 薬 品 保 持 組 立
体 は 、 そ れ に 不 溶 解 医 薬 品 の 通 過 を 防 ぐ 大 き さ に な っ て い る 複 数 の 孔 が 作 っ て あ る の が 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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（ 発 明 の 詳 細 な 説 明 ）
こ の 発 明 を 添 付 の 図 面 に 関 連 し て 説 明 し 、 こ れ ら の 図 面 で 類 似 の 参 照 番 号 は 類 似 の 要 素 を
指 す 。
本 発 明 は 、 押 し ボ タ ン 式 自 動 注 射 器 に 関 し て 説 明 し 、 そ れ で ユ ー ザ が 端 末 キ ャ ッ プ 組 立 体
を 取 除 き 、 ボ タ ン を 押 し て こ の 注 射 プ ロ セ ス を 始 動 さ せ る 。 し か し 、 本 発 明 は 、 押 し ボ タ
ン 式 自 動 注 射 器 に 限 定 さ れ ず ； 本 発 明 を 、 例 え ば 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ５ ８ ， ２ ５ ９ 号 に 記 載
し て あ る よ う な 、 ノ ー ズ 作 動 自 動 注 射 器 に 具 体 化 し て も よ い こ と を 意 図 す る 。 そ の 開 示 を
特 に 参 考 ま で に こ こ に 援 用 す る 。 本 発 明 を 注 入 器 に 使 用 す る か も 知 れ な い こ と を 意 図 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 自 動 注 射 器 組 立 体 １ ０ を 図 １ に 示 す 。 こ の 自 動 注 射 器 組 立 体 １
０ は 、 全 体 と し て 中 空 の ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ を 含 む 。 こ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ は 、 注 射 挿 入 端
１ １ １ お よ び 作 動 端 １ １ ２ を 含 む 。 ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ ０ が ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 作
動 端 １ １ ２ に あ る 開 口 １ １ ３ か ら 伸 び る 。 こ の ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ ０ は 、 ハ ウ ジ ン
グ １ １ ０ 内 に 摺 動 可 能 に 受 け て あ る 。 取 外 し 可 能 端 末 キ ャ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ が ア ク チ ュ エ
ー タ 組 立 体 １ ２ ０ に 解 放 可 能 に 固 定 し て あ る 。 こ の 端 末 キ ャ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ を ア ク チ ュ
エ ー タ 組 立 体 １ ２ ０ に 固 定 す る と き 、 端 末 キ ャ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ の 側 部 １ ３ １ は 、 ア ク チ
ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ ０ の 移 動 お よ び 医 薬 品 の 意 図 し な い 注 射 を 防 ぐ た め に 、 ハ ウ ジ ン グ １
１ ０ に 当 接 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ ０ は 、 内 部 が 空 洞 の 押 し ボ タ ン ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ １ を
含 む 。 末 端 キ ャ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ は 、 こ の 押 し ボ タ ン ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ １ と 係 合
す る 。 コ レ ッ ト １ ２ ２ が 押 し ボ タ ン ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ １ の 空 洞 の 内 部 に 位 置 す る
。 内 管 １ ２ ３ も こ の 押 し ボ タ ン ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ １ の 空 洞 の 内 部 に 位 置 す る 。 こ
の 内 管 １ ２ ３ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 コ レ ッ ト １ ２ ２ に 接 触 す る よ う に な っ て
い る 。 内 管 １ ２ ３ の 反 対 端 は 、 押 し ボ タ ン ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ １ 内 の 相 補 の く ぼ み
１ ２ １ １ 内 に 受 け ら れ る よ う に さ れ た 係 合 リ ブ １ ２ ３ １ を 含 ん で も よ い 。 駆 動 組 立 体 １ ２
４ が コ レ ッ ト １ ２ ２ と 内 管 １ ２ ３ の 間 に 出 来 た ス ペ ー ス 内 に 配 置 し て あ る 。 ピ ン １ ３ ２ が
端 末 キ ャ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ か ら 伸 び 、 且 つ コ レ ッ ト １ ２ ２ 内 に 受 け ら れ て コ レ ッ ト １ ２ ２
が 作 動 前 に 潰 れ る の を 防 ぎ ま た は 阻 止 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ユ ー ザ が 末 端 キ ャ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ を 取 外 す 。 ピ ン １ ３ ２ は 、 も う コ レ ッ ト １ ２ ２ の 移 動
を 防 が な い 。 ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ １ を 押 す と 、 駆 動 組 立 体 １ ２ ４ は 、 こ の 注 射 器 を
作 動 し て ユ ー ザ に 必 要 量 の 医 薬 品 を 注 射 す る よ う に 起 動 し た と き 、 必 要 な 力 を 供 給 す る 。
こ の 駆 動 組 立 体 １ ２ ４ は 、 ば ね 組 立 体 、 圧 縮 ガ ス 組 立 体 ま た は そ の 他 の 任 意 の 適 当 な エ ネ
ル ギ ー 貯 蔵 装 置 で も よ い こ と を 意 図 す る 。 起 動 し た と き 、 駆 動 組 立 体 １ ２ ４ は 、 針 組 立 体
１ ４ ０ が ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 注 射 端 １ １ １ に あ る 開 口 か ら 伸 び る よ う に コ レ ッ ト １ ２ ２ を
動 か さ せ る 。 コ レ ッ ト １ ２ ２ の 移 動 は ま た 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 様 に 、 固 形 医 薬 品 を 液
状 注 射 溶 液 と 混 ぜ さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
コ レ ッ ト １ ２ ２ の 一 端 １ ２ ２ １ は 、 液 状 注 射 溶 液 を 保 持 す る た め に ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ 内 に
位 置 す る 湿 性 容 器 １ ５ ０ の 中 へ 伸 び る 。 コ レ ッ ト １ ２ ２ の 一 端 １ ２ ２ １ は 、 こ の 湿 性 容 器
１ ５ ０ 内 に 位 置 す る 第 １ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７ ０ と 接 触 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 第 １
プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７ ０ は 、 湿 性 容 器 １ ５ ０ の 内 容 物 （ 例 え ば 、 液 状 注 射 溶 液 ） が ハ ウ ジ
ン グ １ １ ０ の 作 動 端 １ １ ２ か ら 漏 れ る の を 防 ぐ た め に 湿 性 容 器 １ ５ ０ の 側 壁 と 係 合 す る よ
う に な っ て い る 。 こ の 第 １ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７ ０ は 、 コ レ ッ ト １ ２ ２ と 第 １ プ ラ ン ジ ャ
組 立 体 １ ７ ０ が 作 動 す る と き 湿 性 容 器 １ ５ ０ 内 で 容 易 に 摺 動 す る よ う に 、 低 摩 擦 特 性 の 材
料 で 作 っ て あ る の が 好 ま し い 。 そ の 代 り に 、 こ の 第 １ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７ ０ を シ リ コ ン
ま た は そ の 他 の 非 反 応 性 潤 滑 剤 で 潤 滑 し て も よ い 。 コ レ ッ ト １ ２ ２ と 第 １ プ ラ ン ジ ャ 組 立
体 １ ７ ０ の 運 動 が 湿 性 容 器 １ ５ ０ 内 に あ る 液 体 を 加 圧 す る 。 適 当 な 医 薬 品 が 乾 性 容 器 １ ６
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０ 内 に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ８ ０ が 湿 性 室 １ ５ ０ と 乾 性 室 １ ６ ０ の 間 の 障 壁 を 形 成 す る 。 こ の
第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ８ ０ は 、 こ の 自 動 注 射 器 組 立 体 を 起 動 す る 前 に 固 形 医 薬 品 と 液 状
注 射 溶 液 が 混 合 す る の を 防 ぐ 。 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ８ ０ は 、 こ の 自 動 注 射 組 立 体 を 起
動 す る 前 に 湿 性 容 器 １ ５ ０ の 内 容 物 （ 例 え ば 、 液 状 注 射 溶 液 ） が 乾 性 室 １ ６ ０ の 中 へ 移 動
す る の を 防 ぐ た め に 、 湿 性 容 器 １ ５ ０ の 側 壁 と 係 合 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 第 ２ プ ラ
ン ジ ャ 組 立 体 １ ８ ０ は 、 そ れ が 作 動 す る と き 容 易 に 摺 動 す る よ う に 、 低 摩 擦 特 性 の 材 料 で
作 っ て あ る の が 好 ま し い 。 そ の 代 り に 、 こ の 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ８ ０ を シ リ コ ン ま た
は そ の 他 の 非 反 応 性 潤 滑 剤 で 潤 滑 し て も よ い 。 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ８ ０ の 運 動 は 、 湿
性 室 と 乾 性 室 １ ６ ０ の 間 の 流 体 通 路 を 開 く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
作 動 中 、 ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ ０ が コ レ ッ ト １ ２ ２ を 解 放 し 、 そ れ が 第 １ プ ラ ン ジ ャ
組 立 体 １ ７ ０ に 圧 力 を 加 え る 。 こ の コ レ ッ ト お よ び ば ね 組 立 体 １ ２ ４ に よ る 第 １ プ ラ ン ジ
ャ 組 立 体 １ ７ ０ へ の 圧 力 の 印 加 が 第 １ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７ ０ を 針 組 立 体 １ ４ ０ の 方 へ 動
か す 。 こ れ は 、 湿 性 室 １ ５ ０ 内 に あ る 液 状 注 射 溶 液 を 加 圧 す る 。 こ の 湿 性 室 １ ５ ０ 内 の 圧
力 増 加 が 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ８ ０ を 針 組 立 体 １ ４ ０ の 方 へ 動 か す 。 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組
立 体 １ ８ ０ の こ の 運 動 が 湿 性 室 １ ５ ０ と 乾 性 室 １ ６ ０ の 間 の 流 体 通 路 １ ８ １ を 開 く 。 固 形
医 薬 品 は 圧 縮 し な い 。 流 体 通 路 １ ８ １ は 、 湿 性 室 １ ５ ０ と 乾 性 室 １ ６ ０ の 側 壁 に 作 っ た く
ぼ み を 含 ん で も よ く 、 そ れ は 、 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ８ ０ が 所 定 の 運 動 を す る と 開 く 。
流 体 通 路 １ ８ １ は 、 湿 性 室 １ ５ ０ と 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ８ ０ の 間 の 嵌 合 い の 緩 和 、 一
連 の バ イ パ ス ス ロ ッ ト 、 室 １ ５ ０ お よ び １ ６ ０ の 直 径 の 変 化 、 こ の 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体
ま た は 液 状 注 射 溶 液 が 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ８ ０ の 周 り を 流 れ ら れ る よ う に 出 来 る 他 の
任 意 の 組 立 体 を 歪 め る こ の 容 器 上 の リ ブ に よ っ て 形 成 し て も よ い こ と を 意 図 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７ ０ が 針 組 立 体 １ ４ ０ の 方 へ 動 く と 、 液 状 注 射 溶 液 は 、 湿 性 室 １
５ ０ か ら 乾 性 室 へ 移 さ れ 、 そ こ で 固 形 医 薬 品 と 混 ぜ ら れ て そ れ を 溶 解 す る 。 次 に 、 溶 解 し
た 固 形 医 薬 品 と 液 状 注 射 溶 液 の 混 合 物 が 針 組 立 体 １ ４ ０ へ 移 さ れ 、 そ こ で そ れ が 針 １ ４ １
を 介 し て ユ ー ザ に 注 射 さ れ る 。 不 溶 解 固 形 医 薬 品 が 針 組 立 体 １ ４ ０ へ 移 動 す る の を 防 ぐ た
め に 、 医 薬 品 保 持 体 １ ９ ０ が 乾 性 室 １ ６ ０ の 端 に 隣 接 し て 針 組 立 体 １ ４ ０ 付 近 に 設 け て あ
る 。 こ の 保 持 体 １ ９ ０ は 、 溶 解 し た 医 薬 品 と 液 状 注 射 溶 液 の 混 合 物 の 通 過 は 許 す が 、 固 形
医 薬 品 が 針 組 立 体 １ ４ ０ の 周 り の 領 域 に 入 る の を 防 ぐ 。 こ の 保 持 体 １ ９ ０ を 以 下 に 詳 し く
説 明 す る 。 複 数 の 保 持 体 １ ９ ０ が 乾 性 室 １ ６ ０ 内 に あ っ て も よ い こ と を 意 図 す る 。 保 持 体
１ ９ ０ を 備 え る と 、 こ の 固 形 医 薬 品 を 通 る 液 状 注 射 溶 液 の 層 流 を 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ダ イ ヤ フ ラ ム 組 立 体 ２ ０ ０ も 医 薬 品 保 持 体 １ ９ ０ に 隣 接 し て 設 け て よ い 。 こ の ダ イ ヤ フ ラ
ム 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ ０ の 起 動 前 に 液 状 注 射 溶 液 が 針 組 立 体 １ ４
０ へ 移 動 す る の を 防 ぐ 。 ダ イ ヤ フ ラ ム 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 十 分 な 圧 力 が 蓄 積 し て 針 組 立 体 １
４ ０ の 太 い 方 の 端 か ま た は 圧 力 増 加 が こ の ダ イ ヤ フ ラ ム を 破 断 す る ま で 破 断 し な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 自 動 注 射 器 組 立 体 ２ ０ を 図 １ に 示 す 。 こ の 自 動 注 射 器 組 立 体
２ ０ は 、 全 体 と し て 中 空 の ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ を 含 む 。 こ の ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ は 、 ノ ー ズ コ
ー ン 組 立 体 ２ １ １ に 位 置 す る 注 射 挿 入 端 １ １ １ お よ び 作 動 端 ２ １ ２ を 含 む 。 上 に 説 明 し た
実 施 例 の よ う に 、 ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ ０ が ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 作 動 端 ２ １ ２ に あ る
開 口 １ １ ３ か ら 伸 び る 。 こ の ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ 内 に 摺 動
可 能 に 受 け て あ る 。 取 外 し 可 能 端 末 キ ャ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ が ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２ ０
に 解 放 可 能 に 固 定 し て あ る 。 こ の 端 末 キ ャ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ を ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １ ２
０ に 固 定 す る と き 、 端 末 キ ャ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ の 側 部 １ ３ １ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 １
２ ０ の 移 動 お よ び 医 薬 品 の 意 図 し な い 注 射 を 防 ぐ た め に 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ に 当 接 す る よ
う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
駆 動 組 立 体 １ ２ ４ は 、 こ の 注 射 器 ２ ０ を 作 動 し て ユ ー ザ に 必 要 量 の 医 薬 品 を 注 射 す る よ う
に 起 動 し た と き 、 必 要 な 力 を 供 給 す る 。 起 動 し た と き 、 こ の 駆 動 組 立 体 １ ２ ４ は 、 針 組 立
体 １ ４ ０ が ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の ノ ー ズ コ ー ン 組 立 体 ２ １ １ に あ る 開 口 か ら 伸 び る よ う に コ
レ ッ ト １ ２ ２ を 動 か さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
コ レ ッ ト １ ２ ２ の 一 端 １ ２ ２ １ は 、 液 状 注 射 溶 液 を 保 持 す る た め に ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ 内 に
位 置 す る 湿 性 容 器 １ ５ ０ の 中 へ 伸 び る 。 こ の コ レ ッ ト １ ２ ２ の 端 １ ２ ２ １ は 、 こ の 湿 性 容
器 １ ５ ０ 内 に 位 置 す る 第 １ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７ ０ と 接 触 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 第
１ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７ ０ は 、 湿 性 容 器 １ ５ ０ の 内 容 物 （ 例 え ば 、 液 状 注 射 溶 液 ） が ハ ウ
ジ ン グ ２ １ ０ の 作 動 端 ２ １ ２ か ら 漏 れ る の を 防 ぐ た め に 湿 性 容 器 １ ５ ０ の 側 壁 と 係 合 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 ２ ８ ０ が 湿 性 室 １ ５ ０ と 乾 性 室 １ ６ ０ の 間 の 障 壁 を 形 成 す る 。 こ の
第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 ２ ８ ０ は 、 こ の 自 動 注 射 組 立 体 を 起 動 す る 前 に 湿 性 容 器 １ ５ ０ の 内
容 物 （ 例 え ば 、 液 状 注 射 溶 液 ） が 乾 性 室 １ ６ ０ の 中 へ 移 動 す る の を 防 ぐ た め に 、 湿 性 容 器
１ ５ ０ の 側 壁 と 係 合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 ２ ８ ０ は 、 中 央 空 洞 ２ ８ １ を 含 む 。 こ の 空 洞 ２ ８ １ の 一 端 は 、 湿 性
室 １ ５ ０ の 中 へ 開 い て い る 。 こ の 空 洞 の 反 対 端 は 、 膜 組 立 体 ２ ８ ２ で 覆 わ れ て い る 。 膜 組
立 体 ２ ８ ２ は 、 湿 性 室 １ ５ ０ と 乾 性 室 １ ６ ０ の 間 の 障 壁 を 形 成 す る 。 膜 組 立 体 ２ ８ ２ が 破
断 す る と 、 液 状 注 射 溶 液 が 湿 性 室 １ ５ ０ か ら 空 洞 ２ ８ １ を 通 っ て 乾 性 室 １ ６ ０ の 中 へ 移 動
す る 。 膜 組 立 体 ２ ８ ２ は 、 第 １ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７ ０ の 移 動 に よ る 湿 性 室 １ ５ ０ 内 の 圧
力 の 増 大 に よ る か 、 ま た は 以 下 に 説 明 す る 医 薬 品 保 持 体 上 の 突 起 ま た は ス パ イ ク と の 接 触
に よ っ て 破 断 し て も よ い こ と を 意 図 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
乾 性 室 １ ６ ０ 内 に 位 置 す る 固 形 医 薬 品 は 、 １ 対 の 医 薬 品 保 持 体 １ ９ ０ の 間 に あ っ て も よ い
。 こ の 医 薬 品 保 持 体 １ ９ ０ は 、 不 溶 解 固 形 医 薬 品 が 針 組 立 体 １ ４ ０ お よ び 湿 性 室 １ ５ ０ へ
移 動 す る の を 防 ぐ 。 こ の 保 持 体 １ ９ ０ を 以 下 に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
作 動 中 、 ば ね 組 立 体 １ ２ ４ が コ レ ッ ト １ ２ ２ を 解 放 し 、 そ れ が 第 １ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７
０ に 圧 力 を 加 え る 。 こ の 第 １ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 １ ７ ０ へ の 圧 力 の 印 加 が 第 １ プ ラ ン ジ ャ 組
立 体 １ ７ ０ を 針 組 立 体 １ ４ ０ の 方 へ 動 か す 。 こ れ は 、 湿 性 室 １ ５ ０ 内 に あ る 液 状 注 射 溶 液
を 加 圧 す る 。 こ の 湿 性 室 １ ５ ０ 内 の 圧 力 増 加 が 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 ２ ８ ０ を 針 組 立 体 １
４ ０ の 方 へ 動 か す 。 膜 組 立 体 ２ ８ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ れ が 保 持 体 １ ９ ０ の 一 つ の
突 起 １ ９ ５ と 接 触 す る と き に 破 断 す る 。 す る と 、 液 状 注 射 溶 液 が 空 洞 ２ ８ １ を 通 っ て 乾 性
室 １ ６ ０ へ 流 れ る 。 第 ２ プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 ２ ８ ０ の 運 動 も ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 側 壁 に あ る
少 な く と も 一 つ の バ イ パ ス 通 路 ２ ８ ３ を 開 く か も 知 れ な い 。 こ の 液 状 注 射 溶 液 が 乾 性 室 １
６ ０ に あ る 固 形 医 薬 品 と 混 合 し 、 そ れ を 溶 解 す る 。 こ の 混 合 物 が 針 組 立 体 １ ４ ０ に 隣 接 す
る 保 持 体 １ ９ ０ を 通 過 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
今 度 は 、 保 持 体 １ ９ ０ の 構 造 を 図 ３ な い し 図 ８ に 関 連 し て 説 明 す る 。 各 保 持 体 １ ９ ０ は 、
単 板 で 作 る の が 好 ま し い 。 こ の 板 は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ こ に 複 数 の 開 口 ま
た は 溝 １ ９ １ お よ び １ ９ ２ が 作 っ て あ る 。 溝 １ ９ １ お よ び １ ９ ２ は 、 こ の 板 の 対 向 す る 側
に 作 っ て あ る 。 溝 １ ９ １ と １ ９ ２ の 交 差 点 が 孔 １ ９ ３ を 形 成 す る 。 各 孔 １ ９ ３ は 、 液 状 注
射 溶 液 と 溶 解 し た 医 薬 品 が 移 動 で き る よ う に 、 保 持 体 １ ９ ０ を 貫 通 す る 。 溝 １ ９ １ お よ び
１ ９ ２ は 、 図 示 の よ う に 、 弓 形 で あ る 。 し か し 、 本 発 明 は こ の 構 成 に 限 定 さ れ ず ； 一 つ の
板 の 溝 が 他 の 板 の 溝 と 選 択 的 に 重 な っ て 上 に 説 明 し た 開 口 を 作 る の で あ れ ば 、 ど ん な 形 状
の 溝 を 使 っ て も よ い こ と を 意 図 す る 。 保 持 体 １ ９ ０ は 、 こ れ ら の 板 の 外 周 か ら 伸 び る 一 つ
以 上 の タ ブ １ ９ ４ を 備 え て も よ い 。 こ れ ら の 任 意 の タ ブ １ ９ ４ は 、 乾 性 室 １ ６ ０ 内 で 保 持
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体 １ ９ ０ の 横 方 向 位 置 を 維 持 す る た め に こ の 室 １ ６ ０ の 内 壁 に 作 っ て あ る 、 図 示 し な い 、
相 補 の 溝 で 受 け ら れ る よ う に な っ て い る 。 保 持 体 １ ９ ０ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 金 属 、 ま た は
貯 蔵 中 に こ の 固 形 医 薬 品 と 反 応 し な け れ ば 他 の 任 意 の 適 当 な 材 料 で 作 っ て も よ い こ と を 意
図 す る 。 溝 １ ９ １ お よ び １ ９ ２ は 、 機 械 加 工 、 フ ォ ト エ ッ チ ン グ 、 成 形 、 ま た は 他 の 任 意
の 適 当 な 手 段 に よ っ て 作 っ て も よ い 。 そ の 上 、 孔 １ ９ ３ は 、 溝 １ ９ １ お よ び １ ９ ２ を 使 わ
ず に 作 っ て も よ い こ と を 意 図 し ； そ れ ど こ ろ か 孔 １ ９ ３ を 機 械 加 工 、 フ ォ ト エ ッ チ ン グ 、
成 形 、 ま た は 他 の 任 意 の 適 当 な 手 段 に よ っ て 作 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
孔 １ ９ ３ の 寸 法 お よ び 断 面 形 状 は 、 変 っ て も よ い 。 孔 １ ９ ３ は 、 固 形 医 薬 品 の 通 過 を 防 ぐ
よ う な 大 き さ お よ び 形 状 で あ る の が 好 ま し い 。 医 薬 品 保 持 体 １ ９ ０ に あ る 孔 １ ９ ３ は 、 固
形 医 薬 品 が こ の 孔 に い っ ぱ い に な っ て 塞 ぎ 、 液 状 注 射 溶 液 に よ っ て 溶 解 さ れ る 前 に こ の 固
形 医 薬 品 が 通 過 す る の を 防 ぐ よ う な 形 状 で も よ い 。 固 形 医 薬 品 が こ の 孔 に 入 り 、 こ の 孔 の
断 面 積 が 絞 っ て あ る た め に こ の 孔 に ぎ っ し り と 詰 り 、 そ れ で こ の 孔 が 液 状 注 射 溶 液 に よ っ
て 開 か れ る ま で そ れ に 詰 っ て 閉 じ る 。 こ れ ら の 孔 は 、 特 別 な 断 面 形 状 で あ る 必 要 は な い 。
こ れ ら の 孔 は 、 例 え ば 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 円 形 で も 正 方 形 で も よ い 。 こ れ
ら の 孔 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 緩 テ ー パ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 変 動 テ ー パ 、 ま た は 図 ８ に
示 す よ う に 、 オ フ セ ッ ト テ ー パ が 付 い て い て も よ い 。 固 形 医 薬 品 が こ の 保 持 体 を 通 過 す る
の を 防 ぐ 限 り 、 任 意 の 構 成 を 意 図 す る 。 例 え ば 、 図 ５ な い し 図 ８ に 示 す よ う に 、 多 数 の 形
状 お よ び 構 成 を 意 図 す る 。 図 ５ で 、 孔 １ ９ ３ は 不 溶 解 医 薬 品 の 通 過 を 防 ぐ 大 き さ に な っ て
い る 。 図 ６ な い し 図 ８ の 孔 １ ９ ３ は 、 不 溶 解 医 薬 品 を 捕 捉 す る 大 き さ お よ び 形 状 に な っ て
い る 。 保 持 体 １ ９ ０ は 、 中 心 孔 １ ９ ６ も 含 ん で よ い 。 保 持 体 １ ９ ０ は 、 こ こ に 説 明 し た よ
う に 、 単 板 で 作 っ て あ る が 、 こ れ ら の 保 持 体 を １ 対 の 板 １ ９ １ お よ び １ ９ ２ で 作 れ る こ と
を 意 図 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
当 業 者 に は 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 種 々 の 修 正 お よ び 変 形 を 為 し 得 る こ と
が 明 白 だ ろ う 。 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ９ ５ ， ９ ６ ５ 号 （ そ の 開 示 を 特 に 参 考 ま で に こ
こ に 援 用 す る ） に 記 載 し て あ る 、 カ バ ー 組 立 体 を 医 薬 品 の 配 備 後 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 注 射
端 に 固 着 し て も よ い こ と を 意 図 す る 。 そ の 上 、 こ の 自 動 注 射 器 は 、 例 え ば 米 国 特 許 第 ５ ，
４ ６ ５ ， ７ ２ ２ 号 （ そ の 開 示 を 特 に 参 考 ま で に こ こ に 援 用 す る ） に 記 載 し て あ る よ う に 、
ニ ッ プ ル プ ラ ン ジ ャ 組 立 体 を 更 に 含 ん で も よ い 。 そ れ で 、 本 発 明 は 、 前 記 請 求 項 お よ び そ
れ ら の 均 等 物 の 範 囲 に 入 る 限 り 、 こ の 発 明 の 修 正 形 お よ び 変 形 を 包 含 す る こ と を 意 図 す る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 乾 ／ 湿 式 自 動 注 射 器 組 立 体 の 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 乾 ／ 湿 式 自 動 注 射 器 組 立 体 の 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
本 発 明 の 乾 ／ 湿 式 自 動 注 射 器 組 立 体 用 医 薬 品 保 持 体 の オ ー バ ー ヘ ッ ド 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
図 ３ の 医 薬 品 保 持 体 の オ ー バ ー ヘ ッ ド 図 で あ り 、 医 薬 品 保 持 体 上 の 溝 が 重 な っ て 一 連 の 孔
を 作 る の を 示 す 。
【 図 ５ 】
図 ３ お よ び 図 ４ の 医 薬 品 保 持 体 用 種 々 の 孔 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
図 ３ お よ び 図 ４ の 医 薬 品 保 持 体 用 種 々 の 孔 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
図 ３ お よ び 図 ４ の 医 薬 品 保 持 体 用 種 々 の 孔 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】
図 ３ お よ び 図 ４ の 医 薬 品 保 持 体 用 種 々 の 孔 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】
図 ３ お よ び 図 ４ の 医 薬 品 保 持 体 用 種 々 の 孔 構 造 の 形 状 お よ び テ ー パ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】
図 ３ お よ び 図 ４ の 医 薬 品 保 持 体 用 種 々 の 孔 構 造 の 形 状 お よ び テ ー パ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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